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序章　研究目的
東京区内は都市形態としても、また文化としても江戸時
代に確立されたことは広く知られている。
一方で郊外の府中市は、奈良時代に「武蔵国国府」とな
り、江戸がつくられる以前の古代や中世の時代はこの地
域の中心であった。このように中世、古代の文化が残る
場所というのは、都内ではめずらしいと思ったことが本
研究のきっかけである。
この図のように、大国魂神社は主要街道が交わる場所に
ある。大国魂神社はこの道ができる以前、そして府中が
武蔵国国府となる前の 111 年からこの場所にあると言わ
れている。大国魂神社の存在によって、街道ができ、ま
た神社に吸い寄せられるように、周辺に主要施設ができ
る。大國魂神社が現在の町の形成に大きな影響があるの
ではないかと考えた。
（１）研究手法
本研究では、考古学的資料、大国魂神社が記録している
文献、府中での祭礼の記録、古地図を使用しながら、そ
れぞれの時代の施設が何故この場所にできたのか、どう
変化していったのかを追っていく。
江戸以前の記録はあやふやなものもあり、祭礼も、言伝
えとして残っているものがほとんどである。発掘調査に
関しては、はっきりとした時代や用途を断定できないも
ある。しかし「火のないところに煙は立たない」と言う
ように、建築や街路など形態として残ってなくても、地
形や前後の歴史などと複合的に考えると、その場所で引
き継がれていった何かがあるはずである。そういった視
点に立ちながら、考察した。
１章．地形
研究対象地には、大きく３段の地形に分かれている。上
から武蔵野段丘、立川段丘、沖積地とよばれている。武
蔵野段丘と立川段丘の間に国分寺崖線があり、立川段丘
と沖積地の間に府中崖線がある。また、国分寺崖線には
野川が並走し、府中崖線には近くに多摩川がはしる。多
摩川より南の地である多摩市、稲城市を見てみると、平
地が乏しく、急斜面ばかりの丘陵地が広がっており、人
が暮らすには適さない地形となっている。
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2２章　国府
対象地域において、武蔵国府となったことで初めて都市
計画がされた。
（１）国府とは
741 年から平安時代にかけて、日本全国に律令国が置か
れた。国府は、各国での政務を行う場所であり、現在の
県庁所在地のような場所であった。全国的には、国衙・
総社・国分寺・官道が整備されている。現在の発掘調査
によると、武蔵国国府の成立は 8 世紀前葉とされている。
（２）武蔵国府の地形的立地条件 
武蔵国の場合、舟運として活用できる多摩川、南北には
しる東山道武蔵道（官道）の存在が重要である。
①多摩川
舟運を利用し、品川湊へ行っていた可能性がある。また、
多摩川によって敵が攻めにくい環境となっていた。
②府中崖線
府中崖線によって、多摩川の氾濫から守ることができ
た。また、崖下からの湧水を利用していたと考えられる。
③立川面
起伏が少なく広い土地は、古代の都市をつくる上で都合
がよかった。
（３）武蔵国府成立前の様子
武蔵国府府がこの地に置かれた理由は、（２）の地形的
条件と共に以下①〜③の施設の存在が関係している。
①東山道武蔵道（官道）
古代の律令国家においては、それぞれの国は「道」に属
し、その道ごとに地方として分類された。武蔵国は 772
（宝亀 2）まで、東山道に所属していた。東武蔵国府へ
向かう官道は上野と相模を結ぶ支路で、東山道武蔵道と
呼ばれる。対象地域では、国分寺と接するように通り、
国府域西方に通っている。
この道は 650 〜 700 年代につくられ、国府の衰退ととも
に一旦は消滅し、その後少しずれた場所うに鎌倉街道が
つくられる。この道は現在一部復元されており、道路幅
は 10 〜 12m 程あり、非常に直線的で、道幅も大きい。
②多磨寺
国衙東側の約 300 ｍのところに、掘り込み地業を伴う大
型建物跡が発見された。構築時期は、竪穴建物との重複
関係から 7 世紀後葉以降と思われる。周辺から出土した
「口磨寺」と「多寺」銘平瓦、塔心礎状の大石の存在、7
世紀末〜 8 世紀初頭の瓦群は郡名瓦・碑が出土しないこ
とから、国衙よりも明らかに先行する多磨寺と呼ばれた
寺院であると考えられる。
③熊野神社古墳
2003 〜 04 年に行われた発掘調査によって、上円下方墳
であることが明らかになった。そして 2005 年に国の史
跡に指定された。熊野神社古墳が発掘されるまでは、神
社裏にある塚として認識されていた。
熊野神社古墳は多摩川の中流域左岸にあり、多摩川に
よって形成された立川段丘から 500m ほど段丘内部に
入った標高 66m前後の平坦地にある。府中市域では高
倉古墳群や御獄塚古墳群など、6 〜 7世紀中頃に築造さ
れた小円墳群があるが、これらは段丘崖に沿うように展
開している。それに対し熊野神社古墳は段丘内部にあ
り、これはきわめて特異である。
熊野神社古墳は出土遺物が少ないとこともあって、成立
年代が判断しにくい。しかし埋葬施設の形態的な特徴
や、上円下方という特殊な墳形を考慮すると７世紀代、
と考えられている。熊野神社古墳の場合は上円下方墳と
いう特殊な墳形や、石室地下部分と墳丘に版築という新
技術を導入している。近畿地方の政権との密接なによっ
て、こうした技術が導入されたと考えられる。
（４）発掘調査の状況
府中市での発掘調査は、1954 年に片町一丁目の道路工
事で土器が発掘されたことがきっかけで始まる。その
後、1975 年に詳細な遺物分布調査に基いて「蔵国府関
連遺跡」と命名し、本格的調査が始まった。「武蔵国府
関連遺跡」の面積は、5.55km² に及ぶ。
それに対し国分寺の発掘の歴史は長く、江戸時代には「伽
藍旧跡」として好事家に認識されていた。『調布日記』（大
田南畝）、『武蔵野話』（斉藤鶴磯）、『江戸名所図会』（斉
藤月しん）などに遺跡やそこでの出土品についての記
述がある。本格的な発掘調査は、明治 36 年の重立定一、
柴田常景による実地調査が始まりである。その後、大正
11 年国史跡に指定された。
（５）国府の都市構造 
①武蔵国府の条里制
古代の耕地は、条里制に基づき開発され、国府の地割と
関係てしていることが多い。
武蔵国府については、国衙南側の府中崖線下の、現在の
東京競馬場付近の水田が条里制に近い形をしていた。こ
の地割をもとに武蔵府中の条里を復元し、国府の条坊も
周辺条里と一致すると遠藤吉次が結論づけた。遠藤の復
元した府中市街地の条里図 ( 一マスが一町（約 109 ｍ
四方））を発掘調査で確認されている国街の推定中軸線
を基準として重ねると、国衙や国衙から北方へ伸びる道
と条里区画線がおおよそ一致する。
全国的な国府の研究によれば、条里制施行は 8 世紀中頃
のことで、条里地割が必ずしも正確に施行されたとは言
えない。山中敏史によれば、国府における道路や溝など
の地割は、国府創設当初から一貫した市街区画として設
けられたものではなく、創設当初の国府には、最小限の
宮都的要素 ( 国庁・一部の曹司・国司館・儀礼的空間と
しての主要な街路等 ) が導入された程度であると指摘し
た。武蔵国の場合、既にマチがあった上に国府としての
計画がなされたと考えられており、8 世紀後半以降のマ
チの拡大によって部分的に条里制が取り込まれたと考え
られている。
②国衙
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31988（昭和 61）年に宮町 2 丁目の発掘調査が終了し、
推定国庁跡を発掘した。国衙は実際の政務を行う場所で
ある。国衡の成立は、今のところ大型の掘立柱建物が 7
世紀末〜 8 世紀られていることから 8 世紀第Ⅱ四半期に
成立した可能性が高い。
成立当初は、礎石建物ではなく、掘立柱建物であった。
さらに、国分寺創建期の瓦が少なからず出土しているこ
とや郡名瓦・碍の出土から、各地の国庁同八世紀中葉前
後に大規模な整備が行われたと考えられる。そして、国
分寺塔再建期の瓦も出土していることから、9 世紀中頃
が改修期とみられ、瓦は 9 世紀末〜 10 世紀初頭頃を最
後に見られなくなる。
国府のマチ自体は、7 世紀から８世紀初頭に竪穴建物が
広範囲にわたって出土しているので、マチがあった後に
国衙ができたと考えられる。8 世紀第Ⅱ四半期ごろ国衙
ができ、国分寺造営時（758）年ごろに整備され、遅く
とも 10 世紀末には機能を停止していたと考えられる。
敷地は現在の大國魂神社境内と、神社東側にある住宅街
である。周辺の地形は、一部沖積地から入り込む開析谷
部分を取り込むが、その大半は立川段丘上に位置する。
一見すると極めて平坦に見えるが、数十 cm ほどの段差
がある微地形の場所である。発掘調査においても、成土
層が認められたり、上面削面が行われている部分がある
ことから、本来は開析谷などの影響を受けて、もう少し
起伏がある地形であったようだ。
⑤国分寺
国府が置かれた後、国分寺が国分寺崖線下にできる。国
府に近く交通の便がよい事、条里制区画ができる事、四
神相応の土地（武蔵国分寺の場合、青龍＝東に野川、朱
雀＝南に立川面、白虎＝西に東山道武蔵道、玄武＝国分
寺崖線）である事、南向きである事、水害の心配が無く
自然環境に恵まれている理由からこの場所が選ばれた。
『国分寺の研究』（角田文衛、昭和 13 年）の執筆者宮崎
糺によると、出土した郡名文字瓦から国分寺は 758（天
平宝字 2）年には建設が完了していたと考えられる。
3 章　大國魂神社
（１）大国魂神社の立地条件
大國魂神社は府中市のほぼ中心に位置している。神社北
側には旧甲州街道、東側には府中街道がある。京王線府
中駅は神社から徒歩 10 分、JR 府中本町駅の駅は徒歩 5
分以内と、車、電車どちらでもアクセスも良い場所にあ
る。
大國魂神社神社の由緒書によれば、第 12 代景行天皇 41
年 5 月 5日、西暦 111 年に創始された。これは府中が
国府となるより以前からということである。しかし当時
の大國魂神社は現在のような形ではなく、小さな祠で
あった可能性が高い。また、現在のように北向きではな
く南向きであった。
神社は府中崖線上の突端に位置しており、崖下からは湧
水が湧いていたと考えられる。武蔵国府中六所宮社領図
には、崖下からの湧水が描かれている。この湧水は崖下
の川、そして崖下の田のための用水路に流れ、多摩川へ
続いていた。
また、当時は多摩川が神社に近かった可能性がある。こ
れは、菊池山哉氏の「東国の歴史と史跡」に記されてお
り、近世以前の多摩川は現在よりも更に南、崖下に流れ
ていた。現在、崖下にある府中用水は、この多摩川の古
流路を利用してつくった用水路である。菊池氏の古流路
の図によると現在よりもかなり近い。多摩川がいつ現在
の流路になったのかははっきりしない。
当時は水が得られることが重要だったので、このような
水環境は神社の立地に大きく影響していると考えられ
る。水が豊富な場所であったが、多摩川の氾濫による弊
害もあった。神社は府中崖線の上、突端に位置しており、
水害からは守られる安全な場所である。
（２）大國魂神社の変化
中世での変化 35
①北向きへの変化
大國魂神社が形態として現在の形になったのは中世の時
代である。図として大國魂神社の形がわかる資料は、『慶
長境内図』（3-4-3「徳川家康と大國魂神社」参照）であ
る。慶長の造営時を表すとされているが、描かれたのは
1646（正保 3）年の火事より後と推測される。
永承 6（1051）年、源頼義は、朝廷の力が及びにくい東
北地方を神の力でもって治めようと考え、大國魂神社の
向きを南から北へと変えた。このことは、『威厳集』（南
北朝時代終わり頃）に記されている。
1051 年以前は、崖上で多摩川を望むように南向きに建っ
ていたと考えられる。また、随神門前に東西に品川道が
通ることから、現在の境内の南側が神社敷地だったと考
えられる。神社へのアプローチははっきりとしない。し
かし、武蔵国府中六所宮社領図から推測すると、西側の
多摩川へ続く道、天神下道から御供田を通る東側のアプ
ローチと、鎌倉街道からの西側のアプローチの２つ考え
られる。
①東側アプローチ
この道は現在も存在し、神社社務所への入り口へと続い
ている。多摩川へと続く天神下道は古代から続くものと
復元された国衙（撮影：鈴木知之）
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4考えられており、途中の御供田は４章で後述するお田植
え祭りにも登場する。そして、５章で触れるが、御供田
は古代の祭礼の場所としても使用されていた。
②西側アプローチ
この道は現在は存在していない。社領図が作成された当
時すでに途中で消えている。４章で後述する「おいで」
での御霊宮神輿は東側から神社を出発する。旧甲州街道
からの参拝ではなく、JR 府中駅方面（鎌倉街道）から
随神門に入る方が正式な参拝方法だという説もある。本
殿の南西のには銀杏の御神木がある。また、東山道武蔵
道が西にあったことからも、西側から人が来る方が自然
だと考えられる。
 
（３）大國魂神社と周辺施設の関係
ケヤキ並木
①由来
神社前に北へ走る参道は、南北に約 600 ｍ、約 150 本の
けやきの並木道となっている。この参道周辺は京王線府
中駅前ということもあり、デパートやスーパー、居酒屋
などが多く、平日の昼間でも多くの人が訪れる。府中市
民にとってのシンボル的な場所であり、ケヤキは天然記
念物に指定されている。
このケヤキは 1051 〜 1062 年に源頼義・義家が東北遠征
をする途中、大國魂神社で勝戦祈願し、その礼として苗
木千本を寄付したことが並木の起源とされる。徳川家康
も大坂の陣（1614）年（関ヶ原の戦いという説もある）、
府中の馬で勝利した。そして馬場を献納しケヤキを補植
している。
しかし、『馬場大門ケヤキ並木』によると、この話は社
伝や縁起によって頼義や家康が植えたという当時ではな
くその百年後、江戸時代後期に広まったもので、確かと
は言えないという。
神社前の甲州街道に、寛文 7 年に建てられていた馬市制
札があった。この立て札には「植えた苗木を抜かないこ
と」など、並木の管理に関する注意が書かれており、こ
の当時の管理のために頼義や家康の権力にあやかってつ
くられた話である可能性がある。現在の並木は幕府が大
國魂神社本殿を改修した 1666 年に植継ぎされたと『新
撰総社伝記』（猿渡盛章）は書いている。
②ケヤキ並木の機能
府中は良馬の産地として有名で、国府の時代から武蔵国
内より良馬が集められていた。この様子は、くらやみ祭
の競馬式で再現されている（4-3 ④競馬式参照）。競馬
式はこのケヤキ並木で行われるが、武蔵国府時代もここ
で行われていたかは定かではない。
江戸時代にはここで馬市が行われるようになる。馬市制
札（寛文 7）年によると、5 月 3 日の駒くらべ（競馬式）
から 9 月晦日までと書かれている。また、「府中御馬買
上之儀」という役人が将軍用の馬を買うことが行われて
いた。しかし「御馬買上之儀」は 1722（享保 7）年から
江戸城西の丸で行われるようになり、馬市としての機能
は徐々になくなっていった。
府中御殿
1590（天正 18）年、徳川家康は府中御殿を造営する。『武
蔵名勝図会』によると、1590（天正 18）年に造営され
たと書かれている。
府中御殿は陣屋も兼ねていた。場所は大國魂神社西側の
台地の突端で、地形条件も恵まれた場所である。現在は
駐車場になっている。また、鎌倉街道（相州街道）にも
面しており、交通にも良い場所である。
『武蔵名勝図会』や『新編武蔵風土記稿』では、府中御
殿の場所は古代の国造の館や国衙があった場所だから御
殿が造られたと書かれている。このことからも、1988（昭
和 61）に国衙が発掘されるまではここが国衙ではない
かと言われていた。
しかし、南武線の開通時に、台地を３分の１程崩した
が、そのときに古瓦が発掘されるなどの記録は残ってい
ない。少し西にずれるが崖下に国司の館があったことが
発掘から分かっている。（２章）府中御殿が造営された
1051 年以前の大國魂神社の配置予想図
縮尺 1/1000（〇〇をもとに作成）
品川道
天
神
下
道
古道
現在の街路
アプローチ（推測）
当時の大國魂神社敷地
●国衙跡
武蔵国府中六所宮社領図（府中市郷土の森博物館蔵）
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5時代、「このあたりに国府時代の重要な施設があった」
という認識はあったようだ。よそから来た支配者が国司
と、同じ場所に拠点をつくるというのは、支配の正当性
を表すためにも重要だったのではないかと考えられる。
1648（正保 3）年の大火によって、御殿は焼失した。府
中御殿内の陣屋では、幕府に献上する瓜を育てていたこ
ともあり、その後、1724（享保 9）年に畑として開墾さ
れる。
①府中御殿地地区の古代・中世
御殿地地区は、国衙の西隣に位置している。現在はイトー
ヨーカドーの駐車場になっており、駐車場造成のため遺
構の大部分は削られている。造成や多摩川の氾濫などに
より現在は低い場所となっているが、当時は国衙と共に
府中崖線の突端に位置し、富士山も眺められる景勝地で
あったと考えられる。
御殿地地区からの出土品は、大きく分けて国府時代のも
国司の館のもの、中世のもの、江戸時代の御殿地のもの、
の３種類ある。
「武蔵国府の成立」（江口圭、2011）によると武蔵国府は、
竪穴建物跡や掘立柱建物跡などの遺構が国府域全体に分
布し、官街ブロックが設置される7 世紀末〜 8 世紀初
頭に成立していた。しかし、国衙が 8 世紀第Ⅱ四半期
の成立と考えられられているため、御殿地地区の国司館
が初期国庁あるいは国宰所を兼ね備えていたと考えられ
る。そして、8 世紀前葉以降の定型的な国庁の成立に
伴い、御殿地地区の国司館が国司の官舎としての機能に
特化され、8 世紀中葉に廃絶 (= 他所へ移転 )したと延
べている。
4 章　祭礼
（１）くらやみ祭の概要
くらやみ祭は、正式には大國魂神社例大祭と言う。大国
魂神社創建の日、五月五日が現在の例大祭日となってい
る。
この祭りには大きく分けて神輿、太鼓、山車、祭礼といっ
た催しがあり、市民のみならず多くの人が参加する祭り
である。
（２）くらやみ祭の内容
くらやみ祭りは、祭事が神社内だけでなく街のなかで、
様々な人が関わりながら行われる。そして、国府時代、
中世、江戸を起源とする祭事が多い。以下、特に街の姿
に関係がありそうなものを取り上げる。
①品川海上禊祓式 (4月 30 日午前 )
くらやみ祭の一番初めの神事は、大國魂神社ではなく品
川の海上で行われる。「品川海上禊祓式」と言い、汐盛
りとも呼ばれている。神職や世話人達は朝、マイクロバ
スに乗って品川に向かう。昔は神社東側にある品川道（別
名 筏
いかだ
道）を歩いて向かったそうだ。この道は府中競馬
場正門前駅の近くの府中崖線沿いに続いている。
品川に着くとまずの荏原神社へ向かい、そこで汐盛講に
迎えられる。汐盛講は品川に住む荏原神社氏子から選ば
れている。講中は府中と品川と両方にいる。
荏原神社でお祓いを受けた後に、潮盛りがはじまる。北
品川駅近くの屋形船乗り場から船に乗って海上で行なわ
れる。船はて羽田空港沖へ向かう。そして海上で水を汲
み、禊払いをする。この水は例大祭の期間中の神事に使
用される。
この大がかりな神事は、1058-64 年、源頼義と義家が奥
州征伐の途中に大國魂神社で勝戦を祈願し、品川海岸で
身を清めた事が起源とされている。
しかしそれよりも古い時代、品川が武蔵国の外港（国府
津）として機能していた時代からの関係がこの神事のは
じまりではないかと言われている。
②宮乃咩神社奉幣―5 月 5 日 14 時
大國魂神社の境内の東側に「宮乃咩神社」がある。太鼓
送り込みが町方によって行われている最中に、大國魂神
社神職が幣束を奉納する。
この神社は大國魂神社に比べると非常に小さく、大國魂
神社の建造物に見えるが別の神社である。この神社の祭
りとして、7 月 12 日夜から 13 日朝に行われる青袖祭り
が江戸時代までは行われていた。このことは大國魂神社
に収蔵されている着到簿に記されている。青袖祭りで
は、武蔵国中の神職が参会して神楽を奉納していた。
③御輿渡御 ( おいで )―5 月 5 日 18 時
祭のメインである神輿渡御、通称「おいで」は、大国魂
『武蔵国府台勝概一覧図』。この当時は御瓜田として紹介されている。
御旅所に入る四ノ宮神輿 (撮影：鈴木知之 )
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6神社境内から甲州街道と府中街道の交差点にある御旅所
を目指して８基の神輿が渡御する。御旅所は近世の町名
では番場宿に属し、高礼場でもあった。
神輿は一之宮から順に二之宮、三之宮、、、六之宮、御本
社神輿の順に、大国魂神社から甲州街道を通って御旅所
を目指し、御旅所の北門から入る。しかし御霊宮神輿だ
けは府中街道を通り御旅所の東門から入る。「府中市史」
上巻によると、御霊宮神輿が通る随神門前の東西の道
は、現在の旧甲州街道が整備される以前の甲州街道であ
る。
このように御霊神輿だけが違うルートを通るのは、くら
やみ祭りとは別の祭事、「御霊祭」と呼ばれる、桓武天
皇の時代に全国の国府で行われた疫病除けの儀式が一緒
になったからと言われている。
④坪宮奉幣式―5 月 5 日 20 時
御霊宮神輿が西の鳥居を出て府中街道に差し掛かる頃、
坪宮奉幣式を行なう行列が大國魂神社を出発する。大國
魂神社神職が馬に乗り、警備のものと共に進む。目指す
場所は坪宮神社である。坪宮神社は多摩川まで続くサイ
クリングロード沿いにある小さな神社だ。
ここでは坪宮奉幣式、別名「国造代奉弊式」が行われる。
国造（国府ができる以前の支配者）に祭りの開始を伝え
るという儀式で、小さい神社ながらも国府以前からの歴
史があると言われている。
⑤野口仮屋の儀―5 月 5 日 22 時
御旅所での神事が終わった後、神職は大國魂神社西側に
ある野口仮屋で「野口仮屋の儀」が行われる。ここは御
旅所の向かいにある「中久商店」（野口酒造）の所有建
物である。
野口仮屋の儀では大國魂の神がこの地に降臨したときの
様子が再現されている。この様子は、江戸後期に著され
た「遊歴雑記」にも記されている。
大国魂神が初めて府中に訪れたときに、ある家に宿泊を
求めたが断られた。次に野口家に泊めてほしいいと願い
出たところ、たまたま野口家では主人の妻が出産中で
あった。主人がその旨を告げたところ、お産の汚れは忌
まないと大国魂神は応え、野口家で接待を受けた。
ここで言う大國魂とは、奈良から来た国司のことと思わ
れる。また、『遊歴雑記』によると、宿を貸さなかった
家は万屋 ( 矢島家 ) とと言い、この家は、祭りの際は神
輿発御の頃から青竹で門口を塞ぎ、戸を堅く閉じて謹慎
していたという。
（３）くらやみ祭の変化 
①潮盛りの変化
品川海上禊払式は、現在は 4 月 30日に行なわれている
が、4 月 25 日に行なわれていたことが記されている。
四月廿五日、府中六所の宮の神主、品川貴船明神社の流
れにて垢離をとり、五月五日の祭礼まで斎をなす。（天
保 7 年 ()『東都歳時記』記載）( 貴船明神というのは荏
原神社の旧社名である )
また、この日の神事を「浜下り」とも称していた。品川
海岸が埋め立てられるまでは、潮盛りは海岸の浜で行わ
れていた。現在は海上で行われる。
②消えた祭事――お田植え祭り
くらやみ祭の次の日、5 月 6 日にはお田植え祭りが行わ
れていた。この様子は江戸名所図会に描かれている。
この祭事は、大國魂神社の南側にある御供田で、子供が
相撲をとるというものである。踏まれた苗は次の日には
元通りになっていて、その苗を自分の田に植えると豊作
になるという言い伝えがあった。
お田植え祭りは、江戸期、明治期初めまでは行われてい
た。しかし、昭和 10 年の段階ではもう行われなくなっ
ている。『武蔵府中物語』によると、御田植神事がいつ
廃絶したのかは正確には分からないが、1871 年 ( 明治
四年 ) に社領地であった御供田が上地されたことが原因
であるようだ。
現在、この御供田は東京競馬場の一部になっており、江
戸名所図会に描かれている。江戸期だけでなく古代では
祭礼を行っていた重要な場所であった。
5 章　近世・近代
（１）甲州街道の成立
府中市内にある甲州街道は何度か移動している。現在
の甲州街道は国道 20 号線として、京王線より北にあり、
1956（昭和 31）年に東府中ー本宿間で開通し、その後
1961（昭和 36）年に東府中ー調布間に開通した。それ
以前は、大國魂神社南側にあり、現在は旧甲州街道と呼
ばれている道であった。この甲州街道が開通したのは
1607（慶長 7）年と言われている。この甲州街道の開通
により府中宿が置かれる。
江戸時代に置かれた甲州街道以前は、更に南、現在の大
國魂神社境内に通る道であると『武蔵名勝図会』（1826（文
政 9）年、植田孟縉著）に「往古甲州街道一里塚」とし
て紹介されている。市内に 2 つの塚跡があり、17 世紀
前半には現在の旧甲州街道に直したと、1830 年代（天
保頃）には言われていた。この道は 4 章でも紹介した品
川道へ続く道である。品川道と旧甲州街道は、ほぼ並走
するように東へ向かっているが、国領駅あたりで甲州街野口仮屋の儀の様子 (撮影：鈴木知之 )
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7道は新宿へ、品川道は品川方面へ向かう。
旧甲州街道が付け替えられた理由は、府中崖線上で洪水
の際に被害が少ない安全な場所であり、また神社内を横
切らないように考慮したとも考えられる。実は旧甲州街
道は新設された道路ではない。発掘調査により、平安時
代の国庁域北側に接する道路であったことがわかった。
旧甲州街道が開設された当時、街道程広くはないが道と
して存在しており、３章で記述した御殿地のように、国
府時代に使用されてていたという認識から設置された可
能性があるかもしれない。
（２）府中宿 
①本陣
府中宿には本陣が１軒、脇本陣が２軒存在していた。本
陣は本町に三郎右衛門（高橋氏）が 1809（文化 6）年頃
まで勤めていたが、1835（天保 6）年に焼失した。その
後本陣が再建されることはなく「宿村大概帳」にも記載
されていない。
その後、幕末はその都度違った家が本陣を勤めた。この
矢島家もそのひとつで、屋号を信州屋という。慶応 3 年
(1867)の府中宿矢島氏吉相之家図をみても本陣を勤め
るの規模であったことがわかる。矢島家は 4 章で述べた
くらやみ祭での祭事、「野口仮屋の儀」に関係する家で、
明治になってからは郵便取扱所になった。府中宿で重要
な家であったと考えられる。
（３）近世期の発掘 
発掘された旧田中家は、江戸時代中頃に車返村 ( 白糸台
付近 ) から府中宿へ移ってきた。中屋の店主で、「相屋」
の屋号で商売を営み、近世末期府中宿の代表的な商家の
ひとつだった。明治天皇多摩川行幸の際には宿泊所にな
りなったこともあった。現在建物は、府中市郷土の森博
物館に移築・復元されている。
発掘調査によって、明治期初頭の絵図面と同位置で、井
戸跡一基、土蔵跡四棟が発見された。柱穴の重複関係が
複雑だったことから建物配置全体まで復元することはで
きなかった。
（４）府中・国分寺の近代化 
①東京競馬場
大國魂神社南西に、東京競馬場がある。東京競馬場は
1933（昭和 8）年に目黒競馬場から府中へ移転した。移
転候補地は府中市の浅間山、現在の小金井カントリーク
ラブ周辺、羽田の埋め立て地など、数十箇所あったとい
う。選定条件として、土地の広さや交通の利便性などで
あった。最終的に現在の場所に決まった理由は、景色が
良いことや馬の管理に必須な良質で多量の水と青草が得
られること、更に地元が協力的だったことだという。中
で古くから良馬の産地であり、馬市が開かれていたこと
など、（３章ケヤキ並木、４章駒くらべ参照）古くから
府中が馬との関係が深ったことも、理由に上がると考え
られる。
府中市が積極的な誘致をした理由は、税金の代わりにか
なりの特別寄付金が入るからであった。寄付金は誘致
をはじめた昭和 4 年の町税の 54% ほどあった。しかし昭
和 7 年に救護法が施行され、結局寄付金が入ることはな
かった。
②競馬場ができる前の風景
競馬場ができる以前は、多くの水田と水路があった。目
黒からの移転において、府中市が協力的だったとは言
え、地鎮祭ではテントが破られるなど、反対する者もい
たようだ。造成工事には多摩正陵のー画(現稲城市大丸)
から採取した大量の山砂と、競馬場北側の府中崖線の一
角も土取り場となった。
建設前はハケ上の府中宿や新宿と多摩川寄りの是政集落
を結ぶ道などが数本の道があった。特に、競馬場西側を
直線状に縦走する「天神下道」に注目したい。
この道は古く六社道と呼ばれた道の可能性があるといわ
れている。競馬場の南西側にあった常光寺の近くを過
ぎ、六所宮の御供田と神領田の聞を抜け、現在も残る天
神坂を上って崖線上の京所 ( 現宮町 2丁目付近 ) に通
じていた。京所は国衙があり、また国衙よりも先に多磨
郡の名がつけられた郡名寺院「多磨寺」（現存せず）も
あった。天神下道は国府もマチと多摩川を繋ぐ重要な道
であったと考えられる。
また、常光寺・安養寺が競馬場建設に伴い少し西へ移動
している。
移動できなかったものもある。井田摂津守是政の墓であ
る。これは現競馬場のコース内にある。井田氏は北条氏
の配下で、1590（天正 18）年小田原落城後、この地域
に移り村をつくった。これが現在の是政村であり、墓は
他の場所へ移すことも検討されたが、結局競馬場内に残
り、コース内にはそのご神木がある。
③競馬場の場所性の変化
競馬場での発掘調査のなかでも、古代での祭祀が行われ
ていたことに注目したい。
ここでは川辺で祭祀を行っていたとみられ、呪いの道具
と言われている人面が墨書きされた土器や、何かを封じ
込めるように口を合わせて置かれた２つの土器などが出
崖下の用水路で水浴びをする競走馬 (昭和 32年 )
（『むかしの府中』より）
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この場所は大國魂神社社領地であった御供田の中であ
る。御供田では 4 章で触れた「お田植え祭り」が行われ
ていた。これは明治になって廃止されるが、それまでは
祭礼を行う特別な場所であった。このような祭事を行う
場所性は古代から続いていたという記録はないが、かつ
ては大國魂神社神職、また周辺に住む人々には特別な場
所として認識されていた可能性はあるであろう。お田植
え祭りが断絶されたことや、中世ではこの周辺で合戦が
行われるなど混乱していたこともあり、祭祀の場という
場所性は徐々に薄れたと考えられる。
6 章　結章
・大國魂神社は国衙の一部であったこともあり、神社を
中心にして街道が整備された。その道沿いに施設がで
き、結果、神社を中心とした街が出来上がった。
・武蔵国府の都市形態はそのまま現在に続いている訳で
はではない。
・しかし国府時代後、一度は消えてしまった道や施設の
近くに、国府時代を復古するように同じ機能の施設がで
きた。（例：東山道武蔵道→鎌倉街道、国府時代の東西
道路→甲州街道、国府時代の南北道路→ケヤキ並木、国
司の館→家康の御殿）
・その施設は同じ敷地内に少しずれて建設されるなど完
全には一致していない。
・近代にできた施設は、江戸・中世期のように「場所を
読む」というようなことはない。しかし、東京競馬場は
別で、その背後に大国魂神社という存在があった。
・貴族社会から武家社会、そして近代へと時代が変わる
中で、大國魂神社は外部からの支配者と上手く関わりな
がら、地域の大きな存在へと変わっていった。
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